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こんにちは！院長の関口です！ 

今年の冬は、例年に比べて寒い日が続き、積雪のニュースも良く聞きま

すね。ここ数年は雪が少なくてスキー場は悲鳴をあげていましたが、今

年はウィンタースポーツをするにはちょうどいいのかもしれません。た

だ、これまで何年も雪が少なかったせいもあって、雪対策が不慣れだっ

たり、雪道の運転で事故を起こしやすかったりという問題も起こってい

ます。雪景色を見たりできるのは「まさに冬！」という非日常感があっ

てウキウキしますが、普段の生活では事故やケガに十分気を付けてる必

要があります。私たちの生活はまだまだ寒い日が続いているものの、暦

の上での 2月は冬から春に移り変わる時期でもあります。寒さが和らぐ

のはまだまだ先でうんざりすることもあるかもしれませんが、寒さ対策

をして元気に毎日を過ごしてくださいね。 
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解けたら答えを持ってきてね！一緒に答え合わせをしましょう！ 

ここ数年で恵方巻が流行したのはなぜ？ 

近年は、節分になると「恵方巻」を食べること

が多くなってきました。また、スーパーやコン

ビニでも節分の時期に恵方巻を見かけること

が増えてきましたね。恵方巻は、もともとの起

源は「戦国時代に武将が戦の勝利を祈願したこ

と」や「江戸時代中期頃の縁起担ぎ」と言われ

ています。意外と古いのですね。でも、皆さん

が幼少の頃に節分で豆まきはしたことがある

ものの、恵方巻を食べた記憶がある人はそう多

くはないのでしょうか。これにはいくつかの説

があって、よく言われているのが「お寿司・海

苔業界が普及させた説」や「セブンイレブンが

流行を作った説」です。1930年代頃には寿司屋

の組合が、1970年代には海苔・厚焼の組合が恵

方巻の由来やルーツを示したチラシを作って

だんだんと普及させてきたそうです。そして

1990 年頃にはセブンイレブンが広島県の一部

の店舗で恵方巻を販売し出したことがきっか

けで近年のように広まったと言われています。

今年はどんな恵方巻がお店に並ぶでしょうか。 



 

キャベツは、スーパーなどで年間通して入手することのでき

る野菜です。最近は値段が高騰気味で、以前に比べて買うハ

ードルが少し上がっていますが、でも様々 な料理に使うこと

ができるので重宝しますよね。こんなキャベツは、とくに冬

キャベツがおいしいのも特徴です。冬キャベツがおいしい

のは、玉の中までかたく締まり、葉は肉厚でしっかりしている

ので、食べ応えがいいこと、冬キャベツは寒さや霜に当たっ

冬のキャベツは肉厚で栄養もたっぷり！ 

て甘みを増しているからです。キャベツはロールキャベツな

どの煮込み料理にするとかさも減るので、たくさん食べられ

るというメリットのほか、葉や芯まで食べることができるので

ビタミンＣなどの栄養を十分に摂取することができるというメ

リットもあります。寒い冬は出不精になりがちで、食生活への

影響が出やすい人もいると思います。ぜひ冬場の健康にも

役立ててくださいね。 



 

新島襄は、幕末から明治時代の;クリスチャン・教育者として

知られている人物です。現在の同志社大学や、群馬県にある

新島学園（中学校・高等学校・短期大学）の創始者でもあり

ます。NHK の大河ドラマ「八重の桜」では、新島襄の妻に当

たる八重が主人公として取り上げられましたね。 

新島は、1843年に現在の東京・神田にある上州安中藩江戸上

屋敷で生まれました。その後、14歳の頃から、蘭学、漢学、

航海術、英学、数学など、多彩な学問を学びます。そして、

1866年にはアンドーヴァー神学校附属教会で洗礼を受け、ク

リスチャンとなります。その後、新島は 1872 年に岩倉使節

団の一人として参加します。岩倉使節団では、新島は木戸孝

允の通訳として参加しており、このときにニューヨーク、フ

ランス、スイス、ドイツ、ロシア、ベルリン（ドイツ）を 7

カ月間にわたって訪れています。このときに作成したレポー

トは、明治政府の教育制度に大きな影響を与えていると言わ

れています。 ドラマ「八重の桜」でもあった通り、新島は

「八重」という女性と結婚します。新島と八重の結婚式は、

新島がクリスチャンであることから、京都のキリスト教式と

なりました。実は、京都ではこれが日本人最初のキリスト教

結婚式であると言われています。結婚に関して新島は、先の

アメリカ留学を通じて進歩的女性観をいち早く身につけて

いたので、当時の男性の結婚観とは異なる考えを持っていた

と言われています。教育者としての新島は、アメリカで注目

した「全人教育（知育・徳育・体育のバランスがとれた教育）」

を日本でも行うことができないかという考えた根底にあり、

実際に学校を創設させました。また、自身がクリスチャンで

あることから、キリスト教主義に基づいての教育を心がけま

した。ですが、あの当時に学校を設立することについては、

相当の苦労もあったそうです。冒頭のメッセージは、新島の

根気強さがあったからこそ出た言葉なのでしょうね。 

冬と夏で味覚が変わるのは本当？ 

「夏の暑い日はさっぱりした冷やし中華が美味しい」、

「冬の寒い日は熱い鍋物が美味しい」など、私たちは季

節によって食べる料理が大きく変わることがあります。

これは、ご自身の体調などの影響もあるのですが、意外

なことに、体調には関係なく季節によって私たちの味覚

が変わることも大きく影響しています。例えば、夏の暑

いときは酸味をキャッチしやすく、冬の寒いときは苦み

をキャッチしやすいということが言われています。考え

てみると、私たちも同じ料理で暖かいと美味しく感じる

のに冷たく冷やすとあまり美味しく感じないということ

が良くあります。料理の温度でも美味しいかどうかが代

わってくるので、料理を食べているときの外気温によっ

て美味しいと感じる感じ方が変わるのも、自然なことな

のかもしれません。日本は四季がハッキリしていますか

ら、その季節に応じたものをより美味しく感じられる状

態で食べていきたいですね。 


